
納税のおねがい

闘Iの事業主lFヨ滑におζえまわれるには、やはり

みなさんのζ、協力がなくてはできません。

震ま続Iまるめちれた英司ll1l内にま遺書めるようおお

がいします。

県
議
会
士
木
委
員
会
の
視
察

安
全
な
市
街
地
作
り
を
陳
情

で
は
昭
和
間
関
十
一
品
以
挺
か
ら
徐

々
に
整
備
し
て
い
く
ζ

と
で
滋

承
を
得
た
い
。

な
お
、
今
ま
明
、
減
、
舗
装
奇

跡
悌
す
乙
と
に
余
力
を
挙
げ
て
い
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」
一

揖
明
翻
河
内
…
ム
ヤ

役

代

議

2
一

崎

町
パ
路
線
…
ι
F

L
仏
側
U

一一

災

対

弓

純

一

吋

行
部
門
制
覇
小
一
陣

口μ
一
噌
燃
談
会
土
木
紳
吊
絞
後
員
会
市
山

崎削向
W

M

制
口
一
四

量
甜
閥

ζ

岡持

3
一
陣
策
総
裁
万
視
柳
燃
に
間
開
し
、
九
日
月

5
搬
用
び
計
紡
…
間
二
十
自
制
本
町
に
立
ち
寄
り
、
断
的

間
限
あ
山
山
口
H

…
耐
震
、
怖
燃
料
紙
調
同
長
と
組
組
持
続
し
ま
し

薬
緩
和
刊
行
一
炉
た
。

E
閥
期
発
一
明

ζ
の
土
木
惣
芸
員
会
事

蹄
察
花
嫁
レ
町
聞
で
は
時
間
滋
総
孫
子

同
続
附
加
線
、
炎
遜
祭
会
の
た
め
の

時
市
街
地
此
げ
れ
ソ
な
ど
在
市
中
心
に
次

品
聞
の
よ
う
な
ζ
と
を
僚
出
回
し
に
と

聞
と
ろ
災
問
問
土
木
委
員
緩
か
ら
只

骨
瀕
で
次
め
よ
う
な
総
務
が
あ
り

静
ま
し
た
e

4

「
察
相
縮

刷
然
対
地
訓
判
相
判
ソ
ナ
絞
附
鳩
時
維
は
、
本

酔
問
地
政
見
十
一
一
一
、
川
島
キ
ロ
メ
l
ト

哨
ん
あ
号
、
そ
の
大
半
は
帥
制
緩
が

岬
完
成
し
て
お
き
ま
す
が
、
相
樹
木

回
線
允
の
付
替
ヱ
察
、
ホ
ホ
締
結
担
却
時

骨
分
に
つ
い
て
、

和

問

答

」
『

ζ

の
ζ
と
に
つ
い
て
は
、
続

制
約
制
問
十
二
年
中
車
線
ま
で
に
問
問
総

酔
取
得
(
鉱
山
巾
〉
の
口
同
融
持
が
つ
か

引

受

逮

家

裁

骨
一
欄
間
取
今
井
千
滋
一
ナ

帯
一
炎
遂
事
故
は
、
お
そ
ろ
し
い

んV

い
今
ま
で
ど
れ
い
ご
げ
の
人
の
紬
砕
い

叫一
A

陣
争
う
ば
っ
て
き
た
か
わ
か
ち

?
な
い
e

今
、
私
饗
翠
線
灘

酔
一
た
ち
が
乙
う
し
毅
線
機
山
下
関
街

晴
一
て
い
る
附
閥
、
た
媛
、
九
九
泌
艶

陣
一
え
ず
ど

ιか
で

綴

関

与

r

T
務
室
設
が
綴
醤
醐
鰹
騨
齢

制
…
っ
て
い
る
。

ι
刑
制
覇
醐
醐

和
一
の
綿
子
で
行
く
場
f

d綴
館

4

m

t

l

今

場

史

料

開
…
と
、
陶
磁
曜
会

v
e
t
s妥協

心
的
…
多
く
な
る
か
ら
ん
冬
壇
事
故
も
ふ

蜘
一
え
る
い
っ
ぽ
う
で
あ
る
。

噌一

ζ
の
お
そ
ろ
し
い
炎
遂
事
故

悼
…
を
、
な
ん
と
か
し
て
ふ
せ
げ
な

町
一
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

喝
一
わ
た
く
し
は
、
出
関
分
の
体
は

帯
一
段
分
で
守
れ
ば
い
い
の
だ
と
殿

山
一
ぅ
，
し
か
し
、
い
く
ら
み
ん
な

た
の
で
、
側
議
幾
融
摘
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
い
た
が
、
来
年
絞

か
ら
は
路
線
整
酷
摘
も
蕊
ぶ
泌
策

と
し
た
い
。

察
窪

田
原
議
制
問
機
取
手
線
、
イ
ヂ
繍
品
目
火

障
問
か
ち
総
選
伊
れ
T
佐
原
線
ま
で
の

柚
脚
袋
、
賄
事
臨
時
給
府
知
の
鈴
装
暗
部
修

な
ら
び
に
求
総
締
抗
議
分
に
つ
い

て、

詰
匁
棋
の

綬
絵
巻
同
制

約
と
し
て

尉
昨
年
行
な

わ
れ
て
い

る
仲
防
災
地
禅

燦

診

滋

は
、
今
年

も
U
M
総
務

の
と
お
ち

行
な
い
ま

す。
ζ

の融問

附
郎
診
衝
を

受
け
る
人

は
、
ふ
l

双

才
以
下
及

び
遂
齢
期
、

却
期
学
先
で
陥
慨
蹴
蹴
ポ
渉
相
聞
を
川
正
ゆ
り
た

方
を
体
障
器
、
酎
同
住
民
会
災
が
対

象
と
な
ち
ま
す
。

診
断
は
、
時
間
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
、
附
悶
ふ
I
才
以
上
の
添
削
増
設

の
幾
町
駅
測
定
な
ど
春
行
な
い
ま

す。
絡
帥
慨
は
、
結
中
国
附
の
向
開
ぷ
、
級

学
の
級
官
職
な
遂
歩
。
飢
え
て
料
開

絞
対
策
の
普
及
鵠
属
加
摘
に
よ
り
、

犯
亡
率
は
減
少
し
、
と
く
に
潔

い
人
の
総
綴
出
掛
者
は
、
後
納
隅
の

崩閉
YWWい
あ
与
ま
す
。

し
か
し
、
ご
々
の
官
同
年
同
掛
に

お
い
て
は
、
や
や
増
加
し
℃
い

る
と
み
ち
れ
て
い
ま
す
。

ζω
総
説
明
も
民
間
い
欄
閥
、
死
亡

鯨
蝋
削
闘
の
い
首
伎
に
あ
っ
た
結
核
も

近
年
で
が
、
ル
U

的
拡
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
が
、

ζ
れ
ち
の
総
討

に
出
品
心
し
て
か
、
出
品
む
ろ
議
観

的
問
な
ム
i
ド
に
あ
る
よ
う
で
す

が
と
ζ

明
、
潟
え
な
げ
れ
ば
な
ち

な
い
ζ
と
は
、
品
開
措
間
流
村
け
る

死
亡
市
中
M
F
減
少
し
た
か
ち
と
い

っ
て
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
線
級

樹
齢
者
が
滅
的

μ

た
と
い
う
ζ
と
に

は
か
す
び
つ
か
な
い
と
い
う
ζ

と
明
、
す
令

忘れずに受けよう

住民緯康診断

腿
答

昭
和
問
悶
十
三
和
や
ま
で
に
流
出
摘

の
予
定
、

騨世胡揖
制
問
時
備
前
棋
字
情
輔
の
お
め
る
阜
県
南
澗

往
を
資
世
間
の
上
、
全
線
策
論
調
の

府開滋
K
つ
い
て
、

開開位百
成
田
山
儲
轄
の
後
線
住
、
骨
間
制
措
鍋
肺

の
緑
地
嶋
札
制
緩
mu
時
点
に
お
い
て

総
核
は
、
依
然
嫌
で
あ
り
、

し
か
も
綴
吹
が
滋
ん
で
も
総
鮫

淡
の
機
会
が
多
く
、
品
削
糊
献
に
あ

た
っ
て
は
、
同
位
円
い
待
問
月
告
蒸
し

返
察
後
の
社
会
後
鋭
期
の
関
鐙
な

ど
岳
地
帯
え
る
と
、
官
紫
鯵
的
問
ム
ー

ド
に
ひ
た
る
ど
ζ
ろ
か
、
き
ら

に
逃
い
討
ち
を
か
け
る
ζ

と
が

大
家
で
す
。

。
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
影

下
着
は
、
つ
け
た
ま
ま
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
時
拘
日
仏
品
胤
関
内
や
M
め

ん
タ
ン
の
な
い
も

ωを
務
用
し
て

蹴
附
滋
ム
ハ
品
目
線
ま
で
の
取
ち
つ
り

に
努
カ
し
た
い
会

閉官銀
融
端
機
楽
器
慣
の
間
出
滋
に
つ
い
て

の
お
顛
い
、

感
砂
帯

本
銀
総
叫
同
調
遂
の
帥
隅
叫
摺
で
あ

る
が
、
隠
布
相
同
間
十
日
年
席
泣
か
ち

聞
用
品
地
雨
明
姻
刊
に
入
る
の
で
、
品
期
絡

の
耕
櫛
カ
を
お
聞
朝
い
し
た
い
。

き
て
下
さ
い
。
上
替
は
、
す
打
、

制
服
げ
る
も
の
を
田
市
灘
し
て
下
さ

検
診
の
絡
娘
、
鵠
揖
影
絡
に
叫
捌

い
た
り
、
線
路
に
患
わ
れ
る
万

に
は
、
附
付
度
受
け
ら
れ
る
よ
う

滋
総
し
ま
す
。

O
受
時
紳
糊
棋
を
持
参
く
だ

さ
い

各
掛
出
掛
明
記
総
給
し
た
受
診
淡

に
、
役
所
、
民
名
、
年
令
、
脱
出

女
紛
争
制
邸
入
し
て
総
務
し
て
く

だ
さ
い
。

務調盟醐滋軍盟瞳霊園

附字詰42年 8Fl31悶現在

関 17，由。詩人 f前月比121人増}

女 18，315.人〈 グ 94人縫う

量t36，22由人( 11 21良人緩う

自主務数日，817溢務(11 7告俊幸普耳目。

8~の人口鶴空襲

(主導) (女) (針}

出 主主 27人 29人 66，人
転 入 184人 1総人 3測りk

JIi t: 話人 a人 11入

転出 82.火 88人l7(汰

転入総鯵 128鐙帯

転出稼争費 総数機

経
営
の
合
理
化
に
役
立
つ

青

色

申

告

制

度

地
問
機
税
で
は
、
一
定
の
給
与

所
得
者
な
ど
を
除
い
て
、
向
料
分

で
向
伺
分
の
滅
後
や
税
輯
制
を
計
算

し
柿
納
泌
す
る
と
い
う
、
豊
百
総

制
制
綴
授
が
と
ち
れ
て
い
ま
す
。

と
の
綴
倹
納
税
制
明
度
が
ぶ
し

く
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
何
時

問問
m
w
取
引
を
波
蝕
慨
に
総
柑
関
さ
れ

る
乙
と
が
必
援
で
す
。

帯
同
品
口
出
叩
州
密
告
す
る
紛
糾
射
殺
の

方
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
終
突
が

絞
め
ら
れ
、
桝
制
点
滅
が
安
く
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
緩
簿
骨
つ
け

る
ζ
と
に
よ
っ
て
務
濃
の
実
態

者
双
時
離
に
知
り
、
総
畿
の
合
綱
相

絡
に
大
き
な
拙
税
制
削
り
を
属
病
た
し

ま
す
。ど

ん
な
人
が
発
色
附

告
で
、
き
る
か
。

掛
悶
幾
所
得
者
は
も
ち
ろ
ん
、

幾
紫
、
ル
ツ
}
ピ
丸
菜
、
自
由
祭

不
動
期
挫
必
然
付
に
よ
る
新
潟
附
議

も
高
堂
酉
の
喜
が
山
議
ま

す。
綴
錦
押
の
つ
け
方
が
解

ら
な
い
人
は
、

由H
色
申
録
脅
し
た
い
が
綴
縮
問

の
村
山
り
方
が
絞
ら
な
い
と
い
う

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

ζ

の
よ
う
な
万
に
は
、

。
税
務
終
の
榔
同
色
豊
義
樹
神

開
閉
で
、
山
静
週
土
輔
楢
伐
の
午
総

・
開
巻
由
再
色
申
血
判
mw
制
相
談
日
と

し
て
相
知
性
棋
に
必
ず
苓
ほ
か
、

始
め
て
の
方
の
た
め
に
、
尽

に
}
附
開
案
内
壱
滋
り
、
間
出
掛
桝

M
r
自
分
で
閥
系
る
よ
う
に
な

る
ま
で
、
側
個
別
に
緩
拡
組
制
淵
禍
骨

を
行
っ
て
い
ま
す
。

。
背
飽
断
後
者
の
向
同
議
的
仰
な

間
関
砂
押
だ
あ
る
「
韓
間
品
刷
出
忠
商
会
」

で
は
、
い
つ
明
、
も
終
判
明
で
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

。
柑
問
γ
品
会
で
は
、
月
に
一
簡

潔
品
出
術
品
開
会
と
公
開
で
、
税

務
箸
詔
同
島
官
制
閑
語
、
市
申
告
税
問
開

会
を
行
っ
て
お
ち
ま
す
。

は
お
、
出
師
ヱ
会
で
は
、
制
静

ら
な
い
点
は
い
つ
で
も
担
制
緩

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
終
綴

に
級
品
附
し
て
〈
犯
さ
い
a

ま
化
、
証
明
ち
た
に
端
悶
品
口
出
削
除
習

を
し
よ
う
と
す
る
万
に
、
一
潟
ザ
ム

会
と
端
持
品
口
市
叩
告
会
で
綴
繍
陣
争
滋

思
し
ま
す
@

篭
翻
朝
間
滋
区
域
の
変
獲

八
月
二
十
二
日
か
ち
、
湖
北

務
剛
院
震
滋
樹
桂
樹
刷
滋
区
域
mw
感地綱

方
法
が
後
h
，
、
我
孫
子
爾
階
級
制
時

緩
総
と
印
割
問
郵
便
織
で
総
迭
す

る
ζ
と
げ
い
な
b
母
執
し
た
。

設
孫
子
総
裁
霞
諮
問
閣
の
総
務

区
滋下

ケ
…
一
戸
、
回
開
発
…
…
問
、
間
発
一
戸

部
制
岡
山
、
銀
総
、
務
総
務
回
、
ム
中

叫
師
、
品
市
銀
、
中
肉
湾
'
の
一
ω
齢、

印
謝
肉
鰍
抑
制
問
局
の
限
緩
筏
淡

新
木
、
円
口
秀
、
術
伎
の
金
銭

中
尚
一
一
円
の
一
様
、

電
撃
、
一
制
言
問
中
J

必

さ

ん
の
や
俳
討
に
努
め
て
い
ま
す
が

脚
部
が
問
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
岩
、

開
問
活
人
出
刊
の
・
も
の
な
ど
崩
出
掛
唱
で

き
ず
に
も
ど
っ
て
く
る
懇
話

あ
ち
ま
?
の
で
、
堀
口
や
玄
関
先

に
必
ず
表
私
を
山
叫
し
、
同
持
層
人

や
家
族
の
名
前
も
附
明
記
す
る
よ

う
に
し
て
下
き
い
。
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文
化
の
日
を
中
ゃ
に
催

総
合
展
覧
会
・
強
能
祭
な
ど

十
一
月
ロ
…
紋
は
、
「
文
化
mw

口
に
明
、
す
。
と
の
お
巻
市
市
々
に

総
会
談
際
会
、
議
絡
会
、
骨
拭
絡
部

純
明
な
ど
を
刊
行
縫
い
ま
す
a

会
批
判
凶
跡
、
市
山
穴
パ
試
問
問
帥
踏
を
山
叩

自
民
会
均
と
し
て
行
な
い
ま
す
の

勺
、
み
な
き
ん
ぬ
多
滋
券
納
期
金

制
削
附
闘
い
し
ま
す
。

総
合
展
覧
会

国
時
十
一
日
月
三
お
か
ら
五
円
口

ま
で

場
所
我
孫
・
寸
前
問
中
央
公
民
抽
出

礎
自
弘
樹
凶
、
書
道
、
写
真
、

華
道
、
手
芸
工
芸
、
昆

虫
採
本
、
盆
栽
な
ど

と
れ
ら
の
昨
日
開
mw
山
山
口
関
さ
れ

る
方
は
、
十
月
二
十
日
M

ま
で
に

日
銀
を
次
の
と
と
ろ
へ
取
し
込

ん
で
く
に
さ
い
。

防
相
陣
に
は
、
磁
名
、
抑
制
組
問
、

健
所
、
民
約
長
哨
鳴
い
で
く
だ
さ

、。，W
 

A
ハ総一関
V

日
札
十
品
り
以
内
、
倒
閣
H

判明、、

人
以
点
以
内
と
し
ま
す
後

関和4Zlj!lOJ'I1a~通行岨

も窃びあ報Zな〈主露三重重量事便物懇可〉

蹴
倒
袋
線
制
附
〈
制
円
円
相
判
悶
同
…

一/〉〈
嚇
縦
一
端
〉

ふ
品
川
棋
円
以
内
、
後
数
ま
に
は
内
問

材
料
付
と
し
ま
す
。

世
雷
同
河
湾
泌
{
開
騨

}
J
Z
一t
二

一…一)
人
波

J

官民〉

問
問
ヴ
切
り
以
下
、
瀬
ま
た
は

台
後
付
と
し
ま
す

6

十
品
開
問
茂
(
本
町
叫
ニ

t
一一一
J
一

八
)

〈
事
十
送
〉

小
品
作
弼
現
妥
〈
緑
町
一

t
二
J
一一一)

八
手
議
・
工
芸
V

M

升
必
説
明
子
〈
内
問
山
山
…

t
九
J

ふ
1
)

八
閥
均
市
出
稼
本
〉

池
袋
金
次
畑
地
〈
沼
市
同
一
一

t
附問

、，
》，‘れ
/

L

〈
縁
組
拭
い
V

川
村
山
州
議
日
二
(
本
蜘
関
川
一

tAハ
t

一…
h
九
九
〉

。仲作
n附出熊入門誌

十
一
月
刊
一
段
午
後
二
時
か
ら

午
点
慌
汽
柊
ま
で

然
知
市

民
拙
時
十
一
日
月
十

日…
g
u
午
後
七
叫
吋

糊
鴫
臨
問
時
時
対
都
子
貯
問

官
間
工
会
総

湾
総
は
さ
口
同
泊
施

表
、
義
昭
賭
は
「
交

佑
m
w
g
」
、
ハ
ガ

キ
に
で
人
一
一
一
勾
以

内
、
俊
一
降
、
災
各

年
ム
有
者
記
入
し
て

除
問
山
制
緩
緩
〈
本

酎町一一

t
六

t
……

函
V

ま
で
お
滋
ち

く
げ
い
さ
れ
。

縁仏府川
W

ち
は
、
十

月
二
十
日
の
終
閉
山

あ
る
も
の
ま
で
符

幼
と
し
ま
す
。

総
数

λ

円以

録
時
十
一
時
月
日
一

十
吟
…
…
出
向
午
後

時
か
ら
叩
九
時
誌
で

相
暗
所
総
目
的
，
t
耐
問
中
出
穴
公
民
総

崎
山
派
令
制
問
わ
ず
、
ど
な
に
で

も
務
仰
し
て
く
ど
き
い
。

総
務
一
一
務
者
十
月
一
一
十
日
H

ま

で
に
ハ
ガ
キ
に
径
一
例
、
氏
名
、

銀
令
を
割
出
入
し
て

鈴
木
教
一
(
簿
一
一

t
コ
ハ
;

一
一
}
ま
で
お
送
h
ソ
く
ど
き
い
。

菊
花
祭

日
時
我
孫
子
地
区
十
一
月

三日
H

J

十
日

制
問
北
池
町
出
十
一
月
一
日

t

む
H
H

場
所
我
弥
子
駅
前
通
り
記
入
浴

様
、
湖
北
駅
巡
り

申
込
み
磁
抜
次
の
方
ヘ
出
叩
し

込
ん
で
く
に
き
い
。

鞘判間開予知情
mw
友
会

深
川
端
射
た
九
〈
本
初

J

一J
対…

J
一一一〉

期
制
ぷ
知
期
お
ん
玩

払
知
山
同
学
次
削
撒
〈
出
巾
脇
陣
…

0
0

ム
ハ
〉b

端
的
料
、
殺
孫
子
鵡
哨
の
友
会
で

は
前
向
市
内
村
い
け
で
は
勾
く
、
令
部

材m
m
w
方
々
の
噂
検
知
湖
毎
お
待
ち
し

て
か
ち
ま
す
。

芸
総
純
明

白
臨
時
十
一
月
九
日
午
議
十
詩

ー
午
後
間
関
終
ま
で

幅
制
臨
問
我
孫
子
W

問
中
央
公
民
銭

関世話

E
H
本
祭
昭
朗
、
楽
図
演
奏

バ
レ
ー
、
等
品
問
、
新
日
向
調
踊
溺

ち
、
出
出
発
、
愛
媛
異
議
な
ど

由
申
込
み
銭
湯
縁
部
品
半
世
は
、
十

口
月
一
.
十
れ
ま
で
に
数
割
問
委
員

会
ヘ
出
場
務
間
同
を
記
入
し
て

ホ
し
込
ん
で
く
ご
い
。

そ
の
品
開
作
炎
、
レ
コ

i
F

衣
装
、
小
滋
尚
刊
な
ど
は
山
問
機
設

で
削
州
特
融
し
て
ど
事
い
。

行
政
相
談
の
利
用
を

梢

み

ど

ど

の

関

競

争

問縦波

'ω
叶
円
ま
ヤ
る
し
い
社
会

務
幼
か
ら
、
と

b
す
れ
ば
生
前

上
か
ら
佳
子
る
悩
み
と
と
、
心

開概
C
之
、
そ
し
て
行
政
管
庁
な

ど
へ
の
不
滅
な
ど
が
起
り
が
ち

で
す
が
、
と
れ
ち
印
刷
問
題
が
あ

っ
て
も
笠
括
的
に
遺
わ
れ
て
解
決

で
き
江
い
鴻
合
ゃ
、
ど
乙
に
相
制

裁
し
て
よ
い
か
解
ら
な
い
で
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
よ
う

な
出
持
合
い
辞
書
い
と
恩
い
ま
す
が

と
む
よ
う
な
潟
合
、
次
の
よ
う

な
抑
制
緩
滋
設
が
あ
ち
ま
ず
か
ら

ぜ
ひ
と
利
治
く
ど
さ
い
。

。
錦
繍
滋
家
(
乎
帯
雨
州
地
方

検
察
庁
内
)

賄
勝
訴
滋
泳
、
み
な
さ
ん
の
m闘

っ
て
い
る
い
る
ζ
と
を
附
附
い
て

時
間
絡
で
脚
部
品
問
で
暴
る
ζ
と
な
ら

ば
、
そ
の
刀
法
に
つ
い
て
総
淡

に
応
じ
ま
す
。

総統制的
W

取
し
山
闘
は
、
打
。
織
ま

た
は
的
地
線
、
み
る
い
は
議
聞
の

い
ず
れ
で
も
け
っ
と
う
で
す
。

取
し
山
側
託
ょ
っ

ド
が
つ
く
ち
れ
、
朝
間
遂
の
う
え

検
挙
民
に
援
山
内
し
、
前
日
尉
廿
に
よ

っ
て
は
検
事
叩
訟
が
磁
波
し
ま
す

。
家
事
指
談
〈
手
築
家

庭
裁
判
所
内
)

家
事
事
件
、
一
戸
籍
雨
明
件
、
少

年
事
件
な
ど
、
家
縫
裁
判
所
繁

轄
に
つ
い
て
の
相
相
談
を
受
け
ま

す。
出
リ
持
者
側
聞
い
て
、
そ
れ
を
綴

決
す
る
手
続
き
の
制
制
緩
に
応
ザ

る
の
で
あ

3
1
納
品
続
出
川
胸
骨
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
解
位
げ
を
あ

た
え
る
の
明
、
は
あ
り
ま
甘
ん
。

市
部
積
約
叫
訓
告
す
る
胤
明
会
は
蜘
枯

れ
ヘ
仰
し
山
川
で
く
げ
い
き
い
。

O
M州
料
法
律
相
淡
〈
千

抑
制
燃
品
川
彼
女
会
内
〉

弁
縫
合
会
内
に
は
、
録
制
刊
で

淡
鎗
総
数
に
応
ず
る
施
設
が
あ

り
、
ん
時
溺
一
開
会
総
内
の
制
相
談

放
し
飼
い
に
つ
い
て

日必同開中八

ω放
し
餓
い
が
問
問
内
比

A
J

て
い
ま
ず
。
ま
に
、

ζ
れ
ち

の
火
に
対
す
る
後
僚
も
H
P
く、

総
倒
、
新
側
、
牛
乳
な
ど
の
刑
期

溌
脅
す
る
ガ

κと
り
て
は
綴
み

の
…
つ
で
す
。
幼
児
に
は
大
変

ト
l

銃
後
で
す
の
で

自
坊
十
分
注
総
し
て

と

控

く

だ

さ

い

。

、
竜
一
時
山
向
。
犬
は
必
ず

し

川

t

つ
な
い
で
放
し

P
日
一
ゴ
飼
い
し
な
い
よ

M
病
う
ー
し
ま
し
ょ

i

1

3

、，9
4

A
Z
-
-
h
り

O

門
校
、
家

の

却

の

出

入

口

に

犬

、

品

、

の

い

る

ζ
と
告

白

〆

表

訴

し

ま

し

ょ

'ヲ。。
中
入
け
か
人
を
か
ん
に
と
き
は

飼
い
お
ふ
は
、
す
ぐ
に
約
係
帥
開

部
聞
か
仙
紙
偽
線
終
殺
に
附
胸
け
て

く
記
事
い
。

絞
犬
病
予
鱗
注
射

作
拭
小
〈
仰
純
子
防
総
州
制
脅
路
線
淡

g及

2
2
g
p
・p
・-ekJt
・2
・zje-
、9
・、，

滋
一
で
、
相
扱
期
一
介
後
七
が
一
切
の

靴
拭
然
…
事
件
げ
に
つ
い
て
相
談
日
比
応

ず
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

制
判
浴
さ
れ
る
万
山
川
、
お
一
日
会

持
組
交
付
で
、
そ
m
w
u
H
J
ぜ
告
げ
、

投
開
問
、
長
名
を
引
出
入
し
て
続
審

を
銭
っ
と
と
に
hu
っ
て
い
ま
す

行
政
監
察
潟
は
何
を

す
る
場
筏
か

み
な
さ
ん
が
、
も
っ
て
い
る
岡
山

然
、
事
前
町
村
市
山
役
携
に
対
す
る

T

小
潟
を
蹴
附
議
し
て
閉
切
る
い
持
政

奇
胎
げ
る
た
訟
の
も
お
で
、
飼
料
開

等市出品以札弘、
4
減
数
公
船
伸
、
叫
蝿
録

公
開
問
な
ど
絞
双
山
W

間
関
係
鰯
開
制
問
と

し
て
役
務
告
し
て
い
る
と
ζ

ろ

に
対
す
る
約
後
な
ど
明
、
す
@

附
判
明
、
は
、
十
N
月
十
火
口
問
か
ら

ニ
十
二
日
H

ま
で
出
W

仰付抑制知和制糾潔

際的
W

制粥蹴間的日仏日付申叫初制緩民間
mw

渡
辺
倒
勉
弁
護
士
と
災
以
ゴ
係
長
が

み
な
さ
ま
の
災
後
、
不
縄
問
、
悩

み
ご
と
h

は
ど
の
税
制
棋
を
口
口
組
怯
察

に
よ
ち
行
な
い
ま
す
の
で
辛
子
い

に
判
刊
聞
出
し
て
く
ど
き
い
。

号室義務

下今戸空尊重苦守子
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後
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総
一

口
H

一

制
郡
一

一町一蹴開

予
…
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一
臨
時
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一
i
i

一一線
-
H
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回
目
リ
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l骨

2自

の
と
お
与
行
主
い
ま
す
の
で
、

も
よ
り
の
会
潟
で
お
受
け
く
ど

き
い
e

料
金
は
、
}
組
踊
に
つ
き
一
一
波

十
川
円
明
、
す
。
雨
市
〈
ぬ
場
合
以
e

中

止
し
て
あ
ら
た
め
て
行
な
い
ま

す。
な
お
、
今
問
問
は
校
総
会
織
で

の
叩
小
関
心
〈
紛
糾
絞
り
は
、
凝
縮
酬

の
総
合
で
山
則
淡
ま
せ
ん
e

ぷ側関

火
仲
悼
、
加
問
調
閥
火
附
蛾
悶
H

作
抑
制
十
勝

ま
で

κ叫
拭
峨
槻
附
祁
腕
開
淵
仰
で
引
引
絞
っ

て
お
り
ま
す
。

行政銀総理問中の日程
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lO.FI22悶(日} 設費絞殺J1¥'I5 10時"'15時 渡辺電

ゴ
ミ
収
集
中
止
の

お
知
ら
せ

十
パ
十
円
日
(
火
鴎
日
)
は
、

知
都
宮
の
た
め
、
ご
み
無
科
収
集

件
同
市
汁
じ
ま
す
。

パ
ト
ミ
ン
ト
ン
の

務
習
会

時
料
ば
部
叩
ナ
脚
時
体
樹
持
協
会
、
教
符

犠常時肉食
mw
主
総
守
、
パ
ト
ミ
ン

ト
ン
の
淡
調
開
会
密
行
な
い
ま
す

の
守
凝
っ
て
殺
前
納
し
て
く
だ
さ

、。もお
鴎
吋
ふ
i
叫
月
十
開
問
問
料
午
後
間
関
蹴
吋

一一…十分

tbU臨時、

十
料
品
十
日
お
門
日
午
約
十
臨
時

J
午
後
一
山
崎

調
鳴
館
間
後
日
持
子
一
日
絞
殺
潟
校
体

場開然、

時
間
綿
脚
口
μ
本
パ
!
ミ
ン
ト
ン
綿
悶

会
理
事
、
肉
付
判
官
究
開

内
容
パ
ト
、
ミ
ン
ト
ン
の
世
革
本

授
泡
問
、
調
網
棚
問

対
象
即
時
的
内
に
居
住
、
叉
は
滋

究
開
、
遂
学
す
る
も
の
、

会
費
は
然
科
で
す
が
「
パ
ト

ミ
ン
ト
ン
縁
組
拭
幾
倒
的
」
を
入
凶
聞

の
万
は
府
内
交
ぷ
十
川
内
吾
川
別
送
し

て
く
ど
き
い
。

な
お
、
漆
品
開
強
制
、
判
鵡
品
例
経
晶
、

輸
噛
則
川
し
、
ラ
ケ
サ
ト
の
あ
る
人

は
輪
対
称
併
し
て
く
む
さ
い
。
泌
総

に
つ
い
て
は
数
資
強
制
日
開
会
に
悶
闘

いA

ん
料
品
は
く
だ
さ
い
e

;
;
 

「
ふ
ら
さ
わ
れ
叫
ロ
L

名
称
変
受
講
栄

樹
州
一
‘
由
民
作
部
隊
濃
部
釈
が
げ
な
か

れ
る
仲
附
然
出
日
放
措
階
級
以
心
療
の

区
嶋
崎
山
科
び
、
そ
の
々
官
時
特
淡
絞
殺

告
八
月
十
八
日
"
に
公
示
し
、
制
問

係
町
内
に
T
J
U
奇
総
お
し
ま

し
に
い
か
、
と
の
変
阪
に
つ
い
て

二
百
余
九
拾
の
迷
者
に
よ
号
、
前
時

々
刊
の
「
慌
桜
台
」
品
。
む
ら
い
か
々

の
「
と
き
わ
台
L

に
し
て
ほ
し

い
と
の
変
覧
請
求
が
あ
'
リ
ま
し

i義

省

権

者

は

二
一
万
鶴
子
一
一
一
百
人

534 

昭
和
問
十
一
一
年
九
目
立
門
出
制
現

在
で
選
挙
人
名
簿
の
港
旅
登
録

を
行
な
い
、
十
一
日
か
ら
十
日
H

閥
、
み
な
さ
ん
に
選
挙
人
名
簿

を
お
み
せ
し
て
き
ま
し
た
、

ιの
結
果
、
あ
ら
た
に
選
挙

人
名
簿
に
驚
録
さ
れ
た
者
時
料
、

〕

h

ハ
九
九
弘
、

ζ
れ
に
盟
問
問
識
の

市
況
が
が
持
あ
り
ま
し
た
。

名
品
開
の
縦
覧
刷
例
制
岡
山
中
、
瞬
間
滋

の
申
ほ
の
あ
つ
に
滋
は
、
一
.
十

況
u
u
閣
融
機
脚
開
制
岨
綴
災
会
で
そ
の

陶
叩
況
の
張
叫
で
あ
る
わ
後
か
者

品
開
殺
し
、
政
刷
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